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みなベ町“千里の浜”において自然開花（2009年夏季）した

グンパイヒルガオ（ヒルガオ科）の記録

熱帯や鹿書i＼指の海浜に自生するグンパイヒノレ
ガオ lpomoeapes caprne (L ) SWEETは、関

東以西の本州域における海浜では対馬自主流や黒

潮によって運ばれた種子の襟着による発芽株の

みで、その多くは冬季の気混低下によって1年

未満の生育で枯死しているものと推測されてい

る（中西， 1987, 2008，三幣， 2006）。

和歌山県沿岸においても襟着した種子から発

芽した株のみが確認されており、その多くは最

初の冬季中に枯死し、 1年未満の生育に止まっ

ている（久保田・樫山・田名淑， 2010）。越冬

に成功し、複数年にわたる生育例の確認は少な

く（回名瀬・久保田， 2009）、九州（宮崎県高

錦町）や四国（徳島県海部町）の海浜域のよう

に経年的な開花や種子の形成は確認されていな

い（西村， 1981，中西， 1987；小JI[, 2011）。

そのため、本州域海浜での開花例は少なく、

日本海側では福;tjo県敦賀市大比回の横浜海岸に

おいて自然開花（2011年10月）が確認されてい

る（流れ物通信ーBlog版， 2011）。太平洋側で

は千葉県南房総市（2004年8月）があるが、開

花中の写真と探影地のみの記述のため詳細は不

明である（富塚， 2008）。南房総市の株を海浜

での自然開花例とすると、本州J成では2例の自

然関花海岸が報告されていることになる。

今回、筆者らは和歌山県日高郡みなべ町の

“千里の浜”（砂質浜の長さは約l,300m）に

おいて、本穏が2C~9年夏季に自然開花している

のを確認した（劉 1）。本州の海岸としては3

例目、和歌山県下としては初めての自然開花に

なるので記録しておく。

開花株の記録

みなベ町の“千里の浜”における開花調査は、
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（千里の浜 初日自年9Fl10日撮影）

同名i頼・久保田（2009）が自生を確認した大型
株（個体番号 I）について2008年12月から枯死

した2010年2月の期間は、毎月1回（開花期中は

2から3回）生育状況を観察した。観察株は、細

砂質の海浜で満潮線から主根場所までの水平距

離が19mのiM上帯にあった。 2008年12月の時点、

で最大茎長は490cmあり、前年の冬季を越え

て生育を継続しており、 2008年12月の時点で発

芽後l年以上を経過している可能性が高い（回

名瀬 久保田， 2009）。周辺部にはハマヒノレガ

オ Calys白＞giasoldanella (L.) RJEM. et S 
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自生している。

2009年における開花の推移を表 1 （いずれも

調査の待間帯は午前11時から12時の間）に示す。

表1は、毎日の観祭ではないので開花の実数

は不明である。しかし、開花の近い奇数の集計

からすると8月下旬から10月上旬にかけて100近
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くの開花があったものと思われる。また、開花

の近い奮数に比して開花中の花数が少ないの

は、早朝に開花したものが昼前には萎れている

ことが多い結果と思われる。結実の有無につい

ても注意して観察したが、すべて結実しなかっ

た。単独株での開花だったため、受粉が出来な

かった可能性がある。

表1グンパイヒルガオの開花推移
(2009年：みなぺ町“千里の浜勺

観察月日 開花の近い 開花数 花弁の萎れた 結実数
奮数 花数

8月11日 。 。 。 。
26日 8 。 。 。
9月10日 約40 2 。
17日 33 2 12 。
24白 約30 4 3 。
10月9日 。 3 。 。
23日 。 。 。 。

“千里の浜”には、他に3株（個体番号E・

III • IV）、本極の自生を確認、（回名瀬・久保田，

2009）しており、それぞれの株についても開

花の有無を継続観察した。しかし、発芽後l年

未満の小型株のためか、冬季に枯死するまでの

問、省を形成することもなく開花の気配は全く

なかった。

おわりに

本種の文献について種々のご教示をいただい

た樫山嘉郎氏（元京都大学瀬戸臨海実験所技

官）、周辺市立図書館、和歌山県立図書館（紀

南分館）に感謝し、たします。
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